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妙安寺だより　　３３７ 
テレフォン法話　０９２－７５１－６０８４ (毎週月曜日に話が変わります) 

 

秋　季　お　彼　岸　お　施　餓　鬼　法　要　の　案　内 
９月２５日（火）　　※正午より　　おトキ（昼食） 

午後　１時より　　　秋季お彼岸お施餓鬼法要 

午後　２時より　　　法　話 

１９日（水）　お彼岸の入り　　　午前１１時・午後1時　　お彼岸読誦回向 

２２日（土）　お彼岸の中日　　　午前１１時・午後1時　　お彼岸読誦回向 
※ご自由にお参りください。 

※卒塔婆供養（１霊位　２，０００円）の申し込みは、お早めにお願いいたします。 
 

言葉＆ことわざ　３  
※認知症・アルツハイマーにならない方法　 

カ＝感動する　キ＝希望を持つ　ク＝工夫をする　ケ＝心身共に健康に　コ＝恋をする　 

※老いの品格を保つための五カ条　　 

①健康であること　②脳をえること　③感動すること　④らぬこと　⑤おしゃれ感覚を持つこと 

※高齢者の悩みや苦しみには、 
①社会的役割からの排除、②配偶者や友人・知人との別れによる孤独、③病気、経済的な不安、 

④死がある。 
 

＊一枚の紙にも表裏あり 
簡単に見える事柄や物でも内実は複雑なものである。まして人間の心は外見だけでは分からない。 

 

＊一死一生すなわち交情を知る 
生前には好意を見せたものも、死後は寄りつかない。 

人の交際の現金なことが、一度落ちぶれ、再び栄えてみればよくわかる。 

 

＊一行あれば百行ともに傾く 
一つの行ないに悪い所があれば、他に良い行ないがたくさんあっても、みんな意味をなさなくなる。 



 


